
































































































































射しているにすぎないのだ、と言い切った（John Hick, God Has Many Names: 












認し合い、その内容を書物として刊行した（John Hick and Paul Knitter, eds., 
The Myth of Christian Uniqueness: Toward a Pluralistic Theology of Religions. N.Y., 




































































多元主義の大原理」（Key Principles of Religious Pluralism）の採択であった。
一、宗教間対話と関与は宗教が互いに関係し合うための道でなくてはならな
い。必要不可欠なことは、まず宗教間にある敵意を癒すことである。
二、対話は戦争・暴力・貧困・環境荒廃・性差不公平・人権侵害をふくむ昨
今の緊急な世界の諸問題に関与しなくてはならない。
三、絶対的な真理主張は、宗教上の憎悪や暴力を掻き立てるために、たやす
く利用されうる。
四、世界の諸宗教は、究極的実在あるいは究極的真理が多様なしかたで概念
化されることを首肯する。
五、究極的実在とか真理とかは完全に人間悟性の領域を超えているが、世界
の諸宗教においてはそれが多様なしかたで表現されてきている。
六、多様な教えと実践を伴う偉大な世界宗教は、最高善にいたる純正な道を
それぞれ構成している。
七、世界の諸宗教は愛・慈悲・平等・正直という多くの本質的価値や、自分
がしてもらいたいと思うことは他人にもせよという理想を共有している。
八、良心の自由および自分の信仰を選ぶ権利は万人にある。
九、信仰を証しすることは互いの尊敬心を促すが、改宗を迫ることは他者の
信仰を見下すことになる。
　これら九項目の大原理のうちで、特に「宗教的多元社会の成熟に向けて」重
要と思われるのは、次の二点に要約されるだろう。一つは、特定の宗教に唯一
の絶対的な真理があるとするような独善的な宗教の自己理解を放棄することで
あり、もう一つは、自分とは信仰を異にする他者の他者性を全面的に容認する
ために寛容の精神を共通の目標にする、ということである。この二点の内容
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を広く展開するためには宗教間対話、正確には「信仰者間対話」が欠かせない。
そしてこの対話の土俵となるのが多元主義的な宗教理解、正確には「多元主義
的な信仰理解」であり、さらに対話の要件となるのが宗教理解のための、ある
いは正確には「信仰理解のための」教育である。宗教対話あるいは信仰対話に
開かれた宗教教育は、いま多元主義計画のなかで、宗教的多元社会の成熟に向
けての実質的な中身として重要視されている。
　さらに、現代社会の課題は宗教寛容・連帯・繋がり・共生・平和構築である。
宗教多元主義の理論は、まず宗教寛容の基礎づけに資する理論として重要であ
る。そこに言われる宗教寛容は、自分の立場を最良とした上で他人の立場を容
認するような高飛車な寛容ではない。また、どの立場もみな等価値であるとし
て、何であってもかまわないというような相対主義的な寛容でもない。それは
他者を他者として、自分とは違うものを違うものとして認めて、その自分と違
うものによって自分もまた存在を享受していると解する、そういう「共在と共
生」のもとで受け止められている寛容である。
　共在と共生のセンスは平和構築にも結びつく。平和構築にはその根底に平和
教育がなくてはならない。その教育の根底は宗教教育である。宗教教育が目指
すものは「宗教心」である。そして宗教心という「心のありよう」が平和構築
に結びつく。そのために大人も子ども一緒になって平和の理論を学び、宗教心
を身につけ、スピリチュアリティを豊かに養うということが肝要であろう。こ
うしてはじめて多元的社会の成熟が達成されるのではないかと私は考えている。
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